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はじめに
1990年の東西ドイツの統一から 15年以上が経過した。その間、ベルリ
ンは統一ドイツの首都になり、行政機能の集中化と経済の活性化を図るた
め、市中心部の壮大な再開発が行われた。大学の機構にも大変革の波は押
し寄せた。旧西ドイツ側から多くの研究者がベルリンに招聘され、旧東ド
イツに属していたベルリン・フンボルト大学にも西側出身の研究者が数多
くのポストを占めるに至った。筆者が本学の在外研究制度で 2001年から
ドイツに滞在した際、フンボルト大学にお世話になったのもこうした時代
背景と無関係ではなく、以前からお世話になっていた先生が、西側の大学
からフンボルト大学の文学部へと移籍していたからだった。
2001年というと、統一から 10年以上経っていたわけだが、フンボルト
大学の中央図書館や学部図書室の事情はあまり良いとはいえなかった。各
連邦州の独立性が高いドイツでは、ベルリンは国の首都とはいえ、別の見
方をすれば財政状態の悪い連邦州の一つであり、大学およびその図書館の
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設備を抜本的に改善するには、ある程度の時間を要した。また、後述する
ように、フンボルト大学中央図書館はベルリン国立図書館 (ウンター・デ
ン・リンデン) [1]の建物の一部を利用していたが、その間借り期間が終わ
りに近づき、目前に移転を控えていた。OPACによる検索システムは年々
充実していたので、資料探しの面で問題はなかったが、図書館内の閲覧室
をはじめとする設備の多くは老朽化しており、長時間そこで勉強するには
あまり快適ではなかったのである。ベルリン市内には複数の大学があり、
学生は所属大学とは無関係に様々な大学図書館を利用することができる。
したがって、所属はフンボルトだが、ベルリン自由大学の大学図書館や学
部図書館に出入りしたり、あるいは国立図書館に常時座席を確保したり、
といった学生がいるのはあたりまえの光景だった。
しかし、フンボルト大学は目下、新中央図書館建設のプロジェクトを
着々と進め、2009年の完成を目指している。さらには新中央図書館に近
接する場所に、文学部の専門図書館も建設される予定だという。筆者は
2005年の夏に、短期間ではあるが再びベルリンに滞在した際、新中央図
書館建設の担当官、オーラフ・アイゲンブロート氏 (Herr Olaf Eigenbrodt)
にお会いし、プロジェクトの概要についてお話を伺う貴重な機会を頂戴し
た。本稿では、そこで伺った内容をまじえながら、フンボルト大学・大学
図書館のこれまでの歴史を振り返り、近い将来に建設される新中央図書館
の特色をご紹介したいと思う [2]。
1 フンボルト大学・大学図書館の歴史
プロイセンの著名な言語哲学者であり、政治家でもあったヴィルヘルム・
フォン・フンボルトによって 1810年に創設された通称ベルリン大学は、プ
ロイセン王の名を記念した「フリードリヒ・ヴィルヘルム大学」が正式名
称だった (フンボルト大学と改称したのは東ドイツ時代の 1949年である)。
大学創立時には付属図書館はなく、現在のベルリン国立図書館の前身であ
る王立図書館が大学に必要な学術資料を提供する役目を果たしていた。し
かしその後、学生のために大学独自の図書館を持つ必要性が高まり、大学発
足から約 20年後の 1831年に大学図書館が設立された。蔵書はしかしなが
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ら乏しく、1832年の段階では 1,668冊の図書があるに過ぎなかったという。
文献収集のための独自予算はわずかで、王立図書館の管理下にあったため、
献本義務による献本、蔵書交換、規模の大きな学術文庫の引き取りなどが
写真 1: ベルリン国立図書館 (ウンター・
デン・リンデン)
正面入口の様子。2005年 9月筆者撮影
蔵書構築の主な手段となった。
ようやく 1870年代の終わりか
ら大学図書館に一定の国家予算が
つき、持続的な蔵書構築が可能に
なった。人員、予算、施設の充実
が図られ、20世紀初めにはドイツ
国内でも有数の図書館に発展して
いたということである。何度か移
転を繰り返した後、1910年、王立
図書館新館 (今日のベルリン国立
図書館・ウンター・デン・リンデ
ン)に入居した。この建物は、宮廷
建築家エルンスト・フォン・イー
ネの監督の下、1903年から 1914
年にかけて建築された (写真 1)。
イーネは、プロイセン国王であり
ドイツ最後の皇帝となったヴィル
ヘルム 2世に仕えていた人物で、
当時最も成功した建築家の一人と言われている [3]。大学図書館は、ウン
ター・デン・リンデン側の正面玄関から見て真後ろの一画に入居し (ドロ
テーア通り側)、2005年初めまで―100年近くにわたり―ここを利用して
いたのである (写真 2)。
さて、話を 20世紀初頭に戻すと、第 1次世界大戦による停滞期は別と
して、大学図書館は 1930年代まで、蔵書、利用者ともに、基本的には継
続的な増大傾向を示していた。しかし、1933年にナチ党が権力を掌握す
ると、それ以降ドイツは文化的暗黒時代に入る。大学図書館にも近いベー
ベル広場 (当時は「オペラ広場」)での焚書事件 (1933年 5月 10日)は歴
史上の汚点として今日も記憶に刻み込まれている。「非ドイツ的精神への
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抵抗」というプロパガンダのもと、ナチ党員学生が約 2万冊の書物を焼き
払ったのである。この日はベルリンのみならず、ドイツ各地で組織的に焚
書が行われた。興味深いことだが、ベルリンでの焚書の際、大学図書館の
書物には魔手は及ばなかったという。当時焚書の標的となった作家や作品
であっても、フンボルト大学の図書館には当時発行された版が多く所蔵さ
写真 2: 旧大学図書館 (国立図書館内)
写真 1の真裏にあたる。2005年春まで、フンボ
ルト大学中央図書館はここにあった。2005年 9
月筆者撮影
れているとの事だ [4]。第
二次世界大戦中も、大学図
書館の蔵書は特に避難させ
ることもなく、ベルリンで
の文献調達を保証し続けて
いたのだが、戦火の被害は
ほとんど受けなかった [5]。
敗戦直後の廃墟と化したベ
ルリンの姿を映像などで知
っている者にとって、それ
はほとんど信じられない奇
跡といってもよいだろう。
終戦後の 1945 年以降、
1949 年の東・西ドイツの
成立を経て、1989年のベルリンの壁崩壊まで、東ドイツ政権下でのフン
ボルト大学・大学図書館は、各研究所、学部、学科等に分散していた様々
な図書室を集中化し、統一的な管理を進める方向性を打ち出した。法律的
にも、各大学の図書館分室は、すべて大学中央図書館のもとで一元的に管
理すべきであるとの基盤ができていた。この方針は、壁崩壊・東西ドイツ
統一後にも引き継がれている。他方、問題点も残った。東ドイツ時代の蔵
書構築は東欧諸国の文献に大きく偏っており、この間に出版された西側文
献の欠落をこれから埋めることはほとんど無理だと言われている。
とはいえ、統一後のフンボルト大学・大学図書館は、基本文献の補填・
充実、コンピューターシステム、オンライン目録等の整備を短期間のうち
に進め、1998年にはドイツ学術振興会からの助成を受けて、特別収集領域
指定図書館となり、そのステイタスをますます向上させている。人文社会
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系図書館に先駆けて、自然科学・理学系の大学中央図書館が 2003年、ベル
リン南東部のアードラースホーフ・キャンパス (Adlershof)に完成、オープ
ンしている。この理系中央図書館は、コンピューター・メディア・サービ
スを併設したエルヴィン・シュレーダー・センターに入っており、デジタ
ル資料と従来型資料を融合させるこのセンターの発想が、現在計画中の人
文系中央図書館「グリム兄弟センター」にも引き継がれるとのことである。
フンボルト大学・大学図書館は、ベルリン中央区にある中央図書館、上
述の理系中央図書館、そして 21箇所の学部・学科図書館全体で、2002年
現在、約 600万の蔵書、1万タイトルの定期購読雑誌を有する巨大図書館
に発展している。なお、フンボルト大学の学生総数は、2005年に 3万 8千
人 (医学部の約 7千人を含む)を越えている。
2 フンボルト大学・新大学中央図書館「グリム兄弟センター」
計画中の新大学中央図書館 (以下、新図書館と表記)には、フンボルト大
学によって「ヤーコプ・グリム／ヴィルヘルム・グリム・センター (Jacob
und Wilhelm Grimm Zentrum)」、すなわち「グリム兄弟センター」の名が
与えられた。兄ヤーコプと弟ヴィルヘルムのグリム兄弟は、日本では「グ
リム童話」の編纂者として親しまれているが、ドイツではドイツ語学・文
学研究の礎を築いた兄弟学者として有名であり、法学、言語学、歴史、神
話研究などの分野にとどまらず、19世紀前半におけるドイツ・ヨーロッ
パの精神科学に広く多大な影響を与えた。2人はゲッティンゲン大学教授
だったが、フランス 7月革命後の保守反動体制のなかでハノーファー選帝
侯の政策に異を唱えたため 1837年に失職、1840年にベルリンに教授とし
て招聘され、亡くなるまでの約 20年間ベルリンで研究活動にあたった。
まさにベルリン・フンボルト大学の人文系新図書館を象徴するのにふさわ
しい 2人である。
2005年春にベルリン国立図書館の建物を退去した大学中央図書館は、目
下流浪の身であり、2009年に新図書館が完成するまではベルリン中央区内
に仮住まいをしている [6]。計画中の新図書館は、その外観も機能も、国
立図書館の重厚で伝統的な建物を利用していた時代とは大きく異なるよう
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だ。以下にその新図書館計画の概要を紹介していこう [7]。
ドイツでは公共建築物の場合、設計を一般公募しなくてはならない。フ
ンボルト大学の新図書館についても、ドイツだけでなく広くヨーロッパに
公募がかけられた。2004年 3月 30日にスタートした公募は、完全なオン
ライン公募としては初めてのものであったという。2004年 7月 6日まで
に 279の応募作品があり、ベルリン市政府の担当部署とフンボルト大学の
代表者も参加する専門委員会が選考にあたり、8月末に行われた最終審査
の結果、第 1位にベルリンの建築家、マックス・ドゥードゥラー氏 (Herr
Max Dudler)の作品が全会一致で選ばれ、大学側に設計原案として推薦さ
れた。ドゥードゥラー建築事務所の設計案では、新図書館の中心的なコン
セプトは次のように述べられている。「［・・・］フンボルト大学は、長い
伝統を誇ると同時に、国際レベルの研究・教育が行われる現代的、革新的
な場でもある。新図書館の設計は、フンボルト大学のこのような 2つの
自覚を、いわば 1つの建物に翻訳して表現している。」新図書館の建物・
空間には、大学のアイデンティティや自己主張が表現されなくてはならな
い、という考え方が背景にうかがえる。さらに「静かで作業に集中しやす
い空間作り」を目指すことはもとより、「図書館の建物およびその図書を
利用する、利用者本位の設計であり、建物自体が目的となるようなことは
ない」という、人間を中心においた設計思想もあわせて明確に述べられて
いる [8]。
ベルリン国立図書館内の空間が何年も前から手狭になっていたことか
ら、現在の新図書館計画に至る間に、フンボルト大学・大学図書館はすで
に「集中化」と「連携」という 2つの政策を取ってきた。集中化の例とし
ては、すでに述べた理系中央図書館建設による理系分野関係図書の集中が
あげられる。さらに、人文系新図書館についても同様の集中化が考えられ
ているが、この新図書館の場合、1つですべての人文・社会科学系図書を
まかなうのではない。近隣に分野別専門図書館を設立し、相互の連携を緊
密にすることで、効率的な集中化をはかろうとしているようだ。新図書館
予定地の近くには、ドイツ語学・文学を中心とした文学部の専門図書館が
計画されているそうだし [9]、伝統的に特権的な立場にある法学部は約 150
万冊の蔵書と 400席以上の閲覧席を有する独自の図書館を、大学本館向か
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いの位置にすでに持っている。つまり、計画中の図書館建設がすべて完了
すれば、フンボルト大学本館から、最寄り駅・フリードリヒ通り駅の、徒
歩で移動できる狭い範囲に、複数の、高度な専門性を持つ大学図書館が集
中することになる。
写真 3: 新図書館建設予定地
左手に見えるのは鉄道高架橋。2005年 9月
筆者撮影
イメージ図 1 [11] : 新図書館外観
新図書館の立地や、予定さ
れている建設面積など、建設
案の具体的な側面を見てゆこ
う。旧中央図書館が入居して
いたベルリン国立図書館の位
置から見ると北側へ、フリー
ドリヒ通り駅に近い方角に移
動した、都市鉄道の高架橋沿
いにある大学所有の敷地が建
設予定地であり、6,673平方
メートルある [10]。筆者が
訪問したときにはまだ、樹木
と空き家が残っていたが、こ
れらは新図書館建設に伴い撤
去される予定だ (写真 3)。設
計案の外観イメージ図を見
ると、隣接家屋 (イメージ図
1、右部)との連結部は低層に
なっており、鉄道高架橋に面
した部分は、高架橋から新図
書館エントランスへの幅広い
オープンスペースをとった上
で、高層建築になっている。
新図書館の総面積約 3万 6
千平方メートルのうち、主要
利用面積は 2万 244平方メートルであり、約 250万冊の収蔵が可能にな
る。そのうち 200万冊は、8,745平方メートルのスペースを用いて、利用
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者が直接手に取れるよう開架式で配置する予定だという。こうした大胆な
開架式図書館を実現することで、フンボルト大の新図書館は、ベルリンの
有名図書館の中でも特に際立つことになりそうだ。これまで書庫の本を注
文した場合、利用できるまでかなりの待ち時間を要したが、それがなくな
るのは喜ばしい。
閲覧用座席数は、インターネット上には 540席と公開されているが、ア
イゲンブロート氏の談では、800席を予定しているとの事だ。さらに、最
新技術を導入するコンピュータールームには、200席が用意される。
フンボルト大学の新図書館では、伝統的な文献資料のサービスを根幹で
維持しながら、電子媒体の重要性を強く認識しており、これは本学図書館
の意識とも軌を一にしている。蔵書目録、データーバンク、電子ジャーナ
ル等、今後も増大していくことは確実なデジタル資料と、従来型の図書を
積極的に融合させていくことが、世界の大学図書館の潮流であり、それが
すでに「標準」になりつつあることを改めて実感した。「グリム兄弟セン
ター」は、将来性のある図書館構築のため、大学図書館とコンピューターセ
ンターおよびメディア関連設備を、1つ屋根の下に統合する、としている。
新図書館の利用者は、「伝統的な閲覧ホール」と「広々としたコンピュー
ター室」、そして「ビデオ会議室」だけでなく、図書、雑誌、貴重書類に
並んで、多様なマルチメディア資料も、すべて同じ館内で活用することが
できるようになる。こうした多元的な資料を幅広く利用してもらうため、
レファレンス・サービスにも力を入れようとしている。
新図書館は、地下 1階、地上 10階建ての建物である (ドイツ式に地上階
を数える場合、地上 1階には数字をふらず、2階以上に 1、2、3階と数字
がつけられるので、9階が最上階となる)。すでにイメージ図 1で見たよう
に、建設予定地沿道に立ち並ぶ 4～5階建ての家屋に接続する部分は低層
部、鉄道高架橋に面した最も長い側面は高層部となり、高さの違う直方体
を連結させたユニークな形状のビルである。アイゲンブロート氏は設計図
面を実際に提示しながら、各階の特徴を説明して下さったが (その図面を
本稿でご紹介することは残念ながらできない)、各フロアはシンプルな長
方形状であり、図面を拝見した限り、利用者はどのフロアにおいても方向
がつかみやすいのではないかと思った。
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地下 1階は保存書庫であり、集密書架が置かれる。保護の必要な蔵書も
保管される。
イメージ図 2: 入口ホール
イメージ図 3: 入口ホール下
地上の入り口階 (0階)は、天
井の高いエントランス・ホール
になる。ここはオープンな作り
が特徴であり、館内情報を提供
する案内所やカフェテラスの
ほか、学生や市民が立ち寄って
簡単な調べものをすぐに済ませ
られるようコンピューターが設
置される。そのほか、講義関連
図書を収めた書架、講義用ホー
ル、事務関連施設も置かれる予
定だ。
地上 1階には図書がない。こ
こは、コンピューター・メディ
ア・サービスと呼ばれるフロ
アで、デジタル資料に関連し
たサービスが行われる。2階か
ら 5 階に、私たちが一般的に
イメージする図書および大・小
の閲覧室が配置されるのだが、
2階には通信教育に用いるビデ
オ会議室が設けられたり、3階
にグループ閲覧室を置いて、ゼ
ミ活動に対応したり、閲覧席の
タイプも多様である。各階にコ
ピー室があり、同様にレファレ
ンス室も設置されるが、これまでの図書館の経験から、レファレンス担当
者を必要に応じて配置するようにし、レファレンス室は場合によっては閉
室することも可能な空間として作っておく。多様な閲覧室や、サービス関
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連の空間は、設計コンセプトによれば、その「機能」が第一に重視されな
くてはならないが、同時に「明瞭で論理的な方向づけ」に資するものでな
くてはならない。エントランス・ホールが利用者を快く招き入れるよう工
夫されることに始まり、閲覧室などの多様な空間は「調和的に連続する空
間のアンサンブルとしての美」を実現するよう考案されている (イメージ
図 2～4)。
イメージ図 4: 閲覧室
6階からが高層部になり、5
階以下のフロアに比べ、床面積
は狭くなる。6階には 50席ほ
どの、こぢんまりとした閲覧室
が作られ、参考図書に並んで、
いわゆる貴重書や、歴史的蔵書
と呼ばれる古い文献が収められ
ている。7階は、歴史的蔵書に
加え、フンボルト大学で網羅し
ている学問分野以外の図書、さ
らに、視聴覚関連資料が収めら
れる予定だという。
最上部の 8 階と 9 階は建物
管理や事務組織のスペースであ
る。電算処理室、システム管理
室などが 8階に、各専門分野の担当官室、職員研修室、図書整理業務室、
そして、館内に図書・資料を運ぶ業務用エレベーターが 9階に備えられる
とのことだ。
内部の設計・設備には、今後も変更が加えられることがある、という。
フンボルト大学・大学図書館と、設計事務所は緊密な協力体制をとってお
り、図書館員の経験、利用者の要望をできる限り取り込みながら、空間作
りを詰めていっている。図書館運営に関する専門知識の乏しい筆者にとっ
ては、たとえばレファレンス・コーナーのあり方について伺ったお話も新
鮮だった。レファレンスはカウンター形式を取っていることが多く、図書
館員と利用者がカウンターを挟んで対面し、図書館員が操作している検索
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画面などが、利用者からは見えにくいことが多い。新図書館では、この垣
根を取り払い、図書館員と利用者が、コンピューターの検索画面を並んで
見ることができるように配慮した、オープン形式のレファレンス・スペー
スを取り入れるということである。
図書館側の意向が十分反映される体制を取ることができる背景には、予
算面での大学の関与も大きいようだ。建設費用の予算は、約 7千 5百万
ユーロ (約 105億円)であるが、これを国、ベルリン市、フンボルト大学で
出し合っている。フンボルト大学は独自の資産を持っており、これを売却
することで費用を捻出できたので、建築主として新図書館建設に主体的に
関わることができるのである。
おわりに
駅に近く、鉄道高架橋の真正面にできる大学図書館の地上階には、数階
上にのぼるまでは図書がほとんど置かれていない・・・。実際に完成した
時、そこがどのような空間として都市の中で機能し、都市の印象を変えて
ゆくのか、非常に興味深いところである。もともと、建設予定地付近はあ
まり人通りの多い場所ではなかったが、新図書館はフンボルト大学の「包
括的な情報・コミュニケーション・センター」としての役割を果たすこと
を期待されている。地上 2階までの広々としたスペースは、情報ネット
ワークを通じたコミュニケーション、カフェテリアでの談話、など、色々
なタイプの情報交換の舞台となるのだろう。
姿を消しつつあるように見える「書物」は、実は新図書館全体を象徴す
る記号として用いられている。設計コンセプトによれば、外観には書架の
形状の特徴を取り入れたのだという。書架、書物、書物の中の文字列が、
新図書館の外観全体を通じて表現されており、図書館内部の「書物」は、
外側から図書館を見る人にも感じ取れるようになっている。いかにもドイ
ツの現代建築を代表するような、無駄のない洗練されたデザインの中に、
フンボルト大学の「書物」への思い入れがたっぷりと込められている。
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＊本稿の作成にあたってご協力いただいたフンボルト大学・大学図書館、
特に新図書館建設担当官のアイゲンブロート氏に深く感謝申し上げます。
また、設計イメージ図の掲載を快くご承諾いただいたマックス・ドゥー
ドゥラー建築事務所にも御礼申し上げます。
注
[1] ベルリン国立図書館はプロイセン文化財団によって運営されている。
この財団は国レベルの組織であり、ベルリン市内の 16の博物館をは
じめとする重要な文化・研究施設の管理・運営を担っている。現在の
ベルリン国立図書館は組織としては一体だが、ベルリン東西分断の
歴史を反映して 2つの建物に分かれており、蔵書の重点も異なる。1
つは旧東ベルリンの目抜き通り、ウンター・デン・リンデンに面した
1ブロックを占める建物であり、フンボルト大学本館と並び立ってい
る。もう 1つはポツダム通りにある建物で、旧西ドイツ時代、1967
年から 1978年にかけて建設された。
[2] フンボルト大学・大学図書館の歴史、および、新中央図書館「グリム
兄弟センター」建設計画については、アイゲンブロート氏へのイン
タビューのほか、フンボルト大学・大学図書館ホームページ (HP)を
参照した。以下にURLをあげておくが、1～5の各資料番号は筆者が
便宜的につけたものである。(以下はすべて、2006年 1月 10日現在
閲覧可能なページ)
1. Universita¨tsbibliothek der Humboldt-Universita¨tフンボルト大学・
大学図書館 HP
http://www.ub.hu-berlin.de/index.html
2. Neubau der Universita¨tsbibliothek大学中央図書館・新館計画
http://www.ub.hu-berlin.de/Neubau/neubau.html
3. Historischer U¨berblick大学図書館の歴史概観
http://www.ub.hu-berlin.de/Neubau/historie.html
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4. Entwurf fu¨r den Neubau 大学中央図書館・新館設計案
http://www.ub.hu-berlin.de/Neubau/entwurf.html
5. Geschichte der Universita¨tsbibliothek 大学図書館の歴史
http://www.ub.hu-berlin.de/bibliothek/prol/geschichte.html
[3] エルンスト・フォン・イーネ (Dr. h.c. Ernst Eberhard von Ihne, 1848-
1917)
[4] 本稿注 2・資料番号 5を参照のこと。
[5] 同上資料を参照。
[6] フンボルト大学・大学中央図書館の現住所は、Hessische Straße 1-2,
10115 Berlinである。
[7] 以下の紹介は、アイゲンブロート氏に伺ったお話、および、本稿注
2・資料番号 2および 4に基づいている。
[8] 資料番号 2を参照のこと。
[9] 現在の文学部図書館は、大学本館および新図書館の位置からはやや
離れており、移動には交通機関の利用が必要である。
[10] 鉄道高架の北側、高架線に平行した道が、東側でGeschwister-Scholl-
Str.、西側で Planckstr.によって区切られている、この一角。
[11] イメージ図 1～4は、すべて、Copyright c°Max Dudler Architekt, Berlin,
Zu¨rich
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